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１．環境経営方針

【EA-010】

環境経営方針

●基本理念
環境保全を当社の経営の重要課題と位置づけ、全社一丸となって積極的に環境経営活動に取り組み、
当社の持続的発展と社会全体の環境保全に貢献します。
環境経営活動を継続的に改善し、社会に貢献する製品の提供、時代の変化を先取りする技術の開発に
努めます。

●行動指針
1. 生産性の向上、並びに歩留、品質の向上により、エネルギー・材料使用効率を高め環境負荷低減に

努めます。
2. 異形管・多重管など当社独自の特殊鋼管をお客様に提供することで、自動車の軽量化・燃費改善に

寄与します。
3. 以下について、具体的な環境経営目標を定め、実施計画を立て、継続的改善に努めます。

①CO2排出量の削減

②廃棄物排出量の削減
③水使用量の削減
④化学物質使用量の管理
⑤環境配慮への取組み

4. 環境関連法規制を遵守します。

5. この環境経営方針を全従業員に周知します。

日鉄鋼管ファインチューブ株式会社
代表取締役社長

三浦　孝雄
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２．事業活動内容

(1) 事業所名及び代表者名
日鉄鋼管ファインチューブ株式会社
代表取締役社長　　三浦　孝雄

(2) 所在地
本社・工場：徳島県板野郡松茂町豊久字豊久開拓１３９－１７

東京支店　：東京都千代田区有楽町1丁目1番3号　東京宝塚ビル　12階

名古屋支店：愛知県名古屋市中区錦2-13-19 瀧定名古屋ビル 6階

大阪支店　：大阪府大阪市中央区今橋4丁目3番18号　HK今橋ビル　10階

(3) 環境管理責任者名及び連絡先
　環境管理責任者

常務取締役工場長　横山　哲夫
　担当者

TEL:088-699-5211   
FAX:088-699-5088   

yokoyama@nsp-finetube.jp

(4) 事業内容
引き抜き鋼管の製造

(5) 事業規模(2022年度)
製品生産量 13,723 ｔ
売上高 4,936 百万円
従業員 114 名
床面積 11,135 ㎡

(6) 活動の範囲
 全組織、全活動を対象にしている。
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(7) 実施体制図

役割・責任・権限
社長 ・環境経営に関する統括責任、および環境管理責任者を任命。

・経営における課題とチャンスを整理し明確にする。
・環境経営システムの実施及び管理に必要な資源（人、設備、費用、時間）
　を用意する。
・「環境経営方針」の策定・見直し及び全従業員へ周知。
・「環境経営計画の実施状況と評価」を承認。
・代表者として環境経営システム全体の評価と見直しを実施する。

環境管理責任者 ・環境経営システムを構築し、実施し、管理する。
・「法規及びその他の要求事項の取りまとめと遵守チェック表」を承認。
・「環境経営目標及び環境経営計画」を承認。
・「環境経営計画の実施状況と評価」のQ毎の評価、是正指示。
・環境経営活動の取組結果を「環境経営レポート」にまとめ代表者へ報告。

環境事務局 ・環境管理責任者、EA21推進の事務局
・「環境への負荷、及び取組の自己チェック」の実施。
・「法規及びその他の要求事項の取りまとめと遵守チェック表」による確認。
・「環境経営目標及び環境経営計画」「環境経営計画の実施状況と評価」の
　作成、及び実績集計と是正処置（問題点処置票）の実施。
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

部門長（支店長） 自部門における
・環境経営システムの実施。
・従業員への「環境経営方針」の周知、環境教育訓練の実施。
・「環境経営計画の実施状況と評価」の実績集計と報告。
・特定された環境活動項目の基準書、手順書作成及び運用管理。
・特定された緊急事態への対応のための基準書、手順書作成、
　テスト・訓練・記録。
・問題点の発見、是正、予防処置の実施。

全従業員 ・環境経営方針を理解と環境への取組の重要性を自覚。
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

環境事務局
製造部 課長

担当課長
担当

名古屋支店長

技
術
部

大
阪
支
店

東
京
支
店

日鉄鋼管ファインチューブ株式会社 環境経営システム組織図

業
務
管
理
部

代表取締役社長

環境管理責任者

製
造
部

名
古
屋
支
店
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３．環境経営目標及び環境経営計画
（１）環境経営目標（2022～2024年度（3ヵ年計画））

表1　環境経営目標

（2022年度実績算出データ）

【目標値に対する実績の評価と是正】
①（評価）年間で全ての項目が目標達成。
②（評価）電力使用量は、圧縮空気の漏れ箇所の修理と3号コンプレッサーの更新により改善傾向。

2021年度 2023年度 2024年度

基準年度 基準年度▲2% 基準年度▲3%

実績 目標 実績 目標 目標

kg-CO2/生産量ﾄﾝ 445.2 440.7 421.2 436.3 431.8

kWh/生産量ﾄﾝ 239.2 236.8 222.1 234.4 232.0

ℓ/酸洗量ﾄﾝ 21.3 21.1 20.9 20.9 20.7

ℓ/直火炉処理量ﾄﾝ 37.5 37.1 40.6 36.8 36.4

kg/光輝炉処理量ﾄﾝ 33.5 33.2 35.5 32.8 32.5

kg/生産量ﾄﾝ 86.02 85.16 84.01 84.30 83.44

m
3
/酸洗量ﾄﾝ 2.48 2.46 2.35 2.43 2.41

kg/生産量ﾄﾝ 4.39 4.35 3.98 4.30 4.26

エコにつながる製品の実

現(引き合い検討）
件 3 3 10 3 3

環境汚染軽減

（積載率の向上）
％ 90% 90% 92% 90% 90%

*1 購入電力のCO2排出係数：0.550kg-CO2/kWh（2022年度調整後排出係数、係数の使用期間は2022～2024年度）

*2 水使用量の実績指標をm3/生産量(ﾄﾝ)からm3/酸洗量(ﾄﾝ)に変更。基準年2021年度も変更後の実績。

　　（2021年度：生産量=13,842ﾄﾝ、酸洗量=29,077ﾄﾝ）

　

単位

廃棄物排出量

水使用量(*2)

化学物質使用量

項目

LPG使用量

環

境

配

慮

灯油使用量

二酸化炭素排出量

電力使用量(*1)

A重油使用量

2022年度

基準年度▲1%

2022年度排出量 生産量等(ﾄﾝ)

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 5,779,317 生産量 13,723

電力使用量(kWh) 3,047,458 生産量 13,723

A重油使用量(ℓ) 571,389 酸洗量 27,312

灯油使用量(ℓ) 507,900 直火炉処理量 12,497

LPG使用量(kg) 428,590 光輝炉処理量 12,079

廃棄物排出量(kg) 1,152,810 生産量 13,723

工業用水使用量(m
3
) 64,180 酸洗量 27,312

化学物質使用量(kg) 54,680 生産量 13,723
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（２）環境経営計画（概要）

表2　環境経営計画（概要）

本社･工場 2022年度の活動 2023年度の活動

電力使用量の削減 ｽﾎ゚ ｯﾄｸー ﾗー ・ﾋー ﾀー の空運転防止 ｽﾎ゚ ｯﾄｸー ﾗー ・ﾋー ﾀー の空運転防止

熱回収型ｺﾝﾌ゚ ﾚｯｻー の優先使用 熱回収型ｺﾝﾌ゚ ﾚｯｻー の優先使用

洗浄棟照明LED化 圧縮空気の漏れ箇所の修理

圧縮空気の漏れ箇所の修理 　→エア漏れ点検用超音波カメラの活用

No.1,3コンプレッサー統合 圧縮空気の圧力ダウン

蒸気ドレントラップの整備 蒸気ドレントラップの整備

蒸気配管の保温劣化部の整備 蒸気配管の保温劣化部の整備

蒸気漏れ部の修理 蒸気漏れ部の修理

直火炉廃熱利用による洗浄補給水加熱 直火炉廃熱利用による洗浄補給水加熱

直火炉出側エアー配管補修

直火炉処理量向上（出側シャワー装置活用） 直火炉処理量向上（出側シャワー装置活用）

LPG使用量の削減 光輝炉の空炉時間の短縮 光輝炉の空炉時間の短縮

新No.2口付機活用 新No.2口付機活用

再生利用油との区分を徹底 再生利用油との区分を徹底

防錆油建浴回数削減

燃え殻排出量の削減 紙段ボールのリサイクル化

(古紙・廃段ﾎﾞー ﾙの有価売却)

紙段ボールのリサイクル化

(古紙・廃段ﾎ゙ ﾙーの有価売却)

水洗槽の使用方法・PH設定値の見直し 水洗槽の使用方法・PH設定値の見直し

節水の呼び掛け 節水の呼び掛け

パルボンド使用量の管理 パルボンド使用量の管理

洗浄工程の効率化（自動洗浄ラインの活用） 洗浄工程の効率化（自動洗浄ラインの活用）

エコにつながる製品

の実現

軽量化・高機能化製品引き合い検討 軽量化・高機能化製品引き合い検討

環境汚染軽減 積載率の向上 積載率の向上

東京支店,名古屋支店,大阪支店 2022年度の活動 2023年度の活動

昼休み等の不必要時、照明の消灯 昼休み等の不必要時、照明の消灯

適正な室温管理 適正な室温管理

PC電源管理（スリープモードの活用） PC電源管理（スリープモードの活用）

印刷物の軽減 印刷物の軽減

裏紙使用による紙屑発生の低減 裏紙使用による紙屑発生の低減

可燃物、ペットボトル、スチール缶の分別廃棄 可燃物、ペットボトル、スチール缶の分別廃棄

軽量化・高機能化製品の提案 軽量化・高機能化製品の提案

軽量化・高機能化製品引き合い獲得 軽量化・高機能化製品引き合い獲得

重油使用量の削減

灯油使用量の削減

廃油排出量の削減

Ⅰ．二酸化炭素

排出量の削減

パルボンドの

使用量管理

工業用水使用量削減

Ⅱ．廃棄物排出

量の削減

Ⅳ．環境配慮 エコにつながる製品

の実現

Ⅰ．二酸化炭素

排出量の削減

Ⅴ．環境配慮

Ⅱ．廃棄物排出

量の削減

Ⅲ．水使用量の

削減

Ⅳ．化学物質使

用量の管理
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【EA-100】

4. 環境経営取り組みと評価

（１）今年度（2022年度）　環境経営取り組み　実績と評価

◎達成、△昨年度より改善したが未達、×未達

責任者 計画・実績と評価

環境経営目標 目標達成手段

生産量（ｔ）

平均抽伸回数

電力使用量の削減 製造

工務

製造・工務

製造・工務

製造・工務

事務所・支店

事務所・支店

事務所・支店

目標（kWh/t） 236.8 実績

評価

重油使用量の削減 製造・工務

製造・工務

工務

製造

工務

目標（L/酸洗(t)） 21.1 実績

評価

灯油使用量の削減 製造

目標（L/RHT） 37.1 実績

評価

LPG使用量の削減 製造・工務

目標（kg/BFT） 33.2 実績

評価

目標（kg-CO2/t） 440.7 実績

評価

月別実績(kg-CO2)

産業廃棄物の発生抑制 製造

製造

一般廃棄物の発生抑制 業務

月別実績　（kｇ/ｔ）

目標　（kg/t） 85.16 実績

評価

工業用水の使用量削減 製造

製造・工務・業務

工業用水投入量（m3）

目標　（ｍ3/酸洗t） 2.46 実績

評価

化学物質使用量の管理 製造

製造

目標　（kg/t） 4.35 実績

評価

製造・技術・支店

目標（年度累計） 3件 実績

評価

環境汚染軽減 生管

目標（%） 90% 実績

評価

【評価と是正】

①（評価）年間で全ての項目が目標達成。

②（評価）二酸化炭素排出量削減の内、灯油・LPG使用量の削減が年間で目標未達。特にLPGは年間を通じて未達。

　→（指示）LPGは光輝炉の生産性向上を進めること。

③（評価）電力使用量は、圧縮空気の漏れ箇所の修理と3号コンプレッサーの更新により改善傾向。

　→（指示）圧縮空気の漏れ点検用超音波カメラを活用し漏れ箇所の点検・修理を継続するとともに、圧力ダウンを進めること。

エコに繋がる製品の実現
（自動車の軽量化・高機能
化に寄与する素材の提供
によるCO2排出量削減）

◎ ◎

92.8% 92.2%

◎ ◎

91.4% 91.6% 93.0%

◎

◎ ◎

3 4 2 10

◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎

◎

◎ ◎◎ ◎

4.05 4.034.43

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎◎

3.98 3.66

2.34

4097 5,348

2.41 2.39

－

◎

－

◎ ◎ ◎ ◎

88.40 67.91 89.81 83.05

水
使
用
量
の
削
減

水洗槽の使用方法・ＰＨ設定値の見直し － －

5,923 5,790

2.1

◎ ✕ ◎◎ ✕

0.65 0.66 0.76 0.79

－ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

防錆油建浴回数削減 － －

◎ ◎ ◎廃油排出量の削減（再生使用油との区分徹底） ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

475,249 487,776 516,279 446,770 481,519

390.3

✕ ✕✕ ✕

399.6 435 414.6

34.7 35.1 35.6 35.5

◎ ◎◎ ◎

✕ ✕ ✕◎ ◎

39.3 40.3 38.437.4 36.5

✕ ✕ ◎

－ － － ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎

◎ ◎◎

17.4 21.4 23.6 20.8

◎ ◎

－ －

◎

－ －

◎ ◎

－ － － －

◎ ◎

◎ ◎

230.7 214.4 218.6 221.7

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

－ － － ◎

◎

◎ ◎ ◎

－ ◎

◎ ◎ ◎

－ 1.64

◎ ◎ ◎ ◎

－ ◎

－ －

◎

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 年間

3,496 3,809 3,055 13,722

◎

◎

◎

◎

◎

－

◎

◎

方
針

１Ｑ

3,362

－

ｽﾎﾟｯﾄｸｰﾗｰ・ﾋｰﾀｰの空運転防止 ◎

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

熱回収型ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの優先使用

PC電源管理（スリープモードの活用）

蒸気配管の保温劣化部の整備

洗浄棟照明LED化

No.1,3コンプレッサー統合

圧縮空気の漏れ箇所の修理

昼休み等の不必要時、照明の消灯

◎適正な室温管理

223.1

◎

蒸気漏れ部の修理

蒸気ドレントラップの整備

◎

－

－

直火炉廃熱利用による洗浄補給水加熱

◎直火炉出側エアー配管補修

20.8

◎直火炉処理量向上（出側シャワー装置活用）

◎

光輝炉の空炉時間の短縮

36.7

✕

433.4

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

◎

紙段ﾎﾞｰﾙのﾘｻｲｸﾙ化（古紙・廃段ﾎﾞｰﾙの有価売却）

◎

◎

1.08

2.46

－

環
境
配
慮

軽量化・高機能化製品引き合い検討

積載率の向上

1

化
学
物
質
削
減

パルボンド使用量の管理

節水の呼び掛け

洗浄工程の効率化（自動洗浄ラインの活用）

◎

◎

✕

5,583

85.97
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【EA-100】

（2）来年度（2023年度）　環境経営取り組み　計画

責任者

環境経営目標 目標達成手段

生産量（ｔ）

平均抽伸回数

電力使用量の削減 製造

工務

製造・工務

事務所・支店

事務所・支店

事務所・支店

目標（kWh/t） 234.4 実績

評価

重油使用量の削減 製造・工務

製造・工務

工務

製造

目標（L/酸洗(t)） 20.9 実績

評価

灯油使用量の削減 製造

目標（L/RHT） 36.8 実績

評価

LPG使用量の削減 製造・工務

目標（kg/BFT） 32.8 実績

評価

目標（kg-CO2/t） 436.3 実績

評価

月別実績(kg-CO2)

産業廃棄物の発生抑制 製造

製造

一般廃棄物の発生抑制 業務

月別実績　（kｇ/ｔ）

目標　（kg/t） 84.30 実績

評価

工業用水の使用量削減 製造

製造・工務・業務

工業用水投入量（m3）

目標　（ｍ3/酸洗t） 2.43 実績

評価

化学物質使用量の管理 製造

製造

目標　（kg/t） 4.30 実績

評価

製造・技術・支店

目標（年度累計） 3件 実績

評価

環境汚染軽減 生管

目標（%） 90% 実績

評価

エコに繋がる製品の実現
（自動車の軽量化・高機能
化に寄与する素材の提供
によるCO2排出量削減）

積載率の向上 通年

環
境
配
慮

軽量化・高機能化製品引き合い検討 通年

洗浄工程の効率化（自動洗浄ラインの活用） 通年

化
学
物
質
削
減

パルボンド使用量の管理 通年

水
使
用
量
の
削
減

水洗槽の使用方法・ＰＨ設定値の見直し 都度

節水の呼び掛け 通年

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

廃油排出量の削減（再生使用油との区分徹底） 通年

紙段ﾎﾞｰﾙのﾘｻｲｸﾙ化（古紙・廃段ﾎﾞｰﾙの有価売却） 通年

防錆油建浴回数削減 ３Q

光輝炉の空炉時間の短縮 通年

直火炉処理量向上（出側シャワー装置活用） 通年

直火炉廃熱利用による洗浄補給水加熱 通年

蒸気漏れ部の修理 通年

蒸気配管の保温劣化部の整備 都度

蒸気ドレントラップの整備 都度

PC電源管理（スリープモードの活用） 通年

適正な室温管理 通年

昼休み等の不必要時、照明の消灯 通年

圧縮空気の漏れ箇所の修理 通年

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

ｽﾎﾟｯﾄｸｰﾗｰ・ﾋｰﾀｰの空運転防止 通年

熱回収型ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの優先使用 通年

方
針

実施時期
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５.環境経営実施結果の過年度との比較

　（生産変動を考慮した、生産量（ﾄﾝ）当たりの排水量、二酸化炭素、廃棄物の排出量の推移）

(1)排水量推移（生産量ﾄﾝ当り、及び操業日数当り）

(2)二酸化炭素排出量推移（生産量ﾄﾝ当り）

(3)廃棄物排出量推移（生産量ﾄﾝ当り）

【評価と是正】

　（評価）2022年度の排出量はいずれも2021年度より改善。
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６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

■主な法規及びその他の要求事項

法規等の名称 該当事項
一般廃棄物 紙くず 木くず 廃ウエス等

廃プラ 金属くず 汚泥等
廃ｱﾙｶﾘ

特別管理産業廃棄物 廃硫酸
瀬戸内法 硫酸槽 水洗槽 中和槽
水質汚濁防止法 ﾎﾞﾝﾃﾞ槽 ﾎﾞﾝﾀﾞﾘｭｰﾍﾞ槽 脱脂槽

湯洗槽 一時防錆槽
大気汚染防止法 設備 ﾎﾞｲﾗｰ 大気炉
騒音規制法 口付機 抽伸機 矯正機
徳島県生活環境保全条例
（騒音に関する規制）

空気圧縮機 送風機

振動規制法 設備 口付機 空気圧縮機
省エネルギー法 電気使用設備 工場 各支店･事務所
地球温暖化対策推進法 熱処理炉 口付炉 蒸気ボイラ
徳島県気候変動
対策推進条例

乾燥槽 風呂ボイラ

亜鉛の水溶性化合物 ﾎﾞﾝﾃﾞﾗｲﾄ 表面処理
キシレン 灯油 直火炉
1,2,4-トリメチルベンゼン 灯油 直火炉
メチルナフタレン 重油 蒸気ボイラ

毒物及び劇物取締法 場所 硫酸槽 硫酸受入ﾀﾝｸ
浄化槽法 設備 単独浄化槽

工場建屋内
油倉庫 燃料タンク

高圧ガス保安法 設備 LPG製造設備
フロン排出抑制法 設備 業務用エアコン 業務用冷凍冷蔵機

労働安全衛生法 危険有害性のある 工場建屋内
化学物質

松茂町公害防止協定 水質・騒音・振動規制基準 酸洗浄設備
工場内設備

■遵守状況
・2023年4月21日に環境関連法規への遵守状況を評価し、下記の逸脱1件がありました。
　2022年5月23日に油水分離槽において、藻の光合成による排水のpHの自主規制値外れ及び流出が
　ありました。行政へ報告するとともに緩和処置、是正処置、予防処置を完了しました（下記写真）
・訴訟及び関係当局からの違反等の指摘は過去３年間ありません。

ＰＲＴＲ法

消防法 設備

該当設備、物品等
廃棄物処理法

産業廃棄物

酸洗浄設備

設備

燃料使用設備

油水分離槽へのpH計・警報の設置 異常時の処理の教育・訓練
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７．代表者による全体の評価と見直し・指示　【EA-170】 評価実施日：2023年6月27日

代表取締役社長
　７－１．確認・評価した項目（見直しに必要な情報） 西門　徹

　７－２．見直しの必要性

７－３．代表者による全体の評価、及び具体的な指示内容

＊１．確認・評価は毎年６月に実施する。
＊２．環境管理責任者は、代表者の指示内容について直ちに実行に移し
　　　その結果を代表者に報告する。

項目 全体の評価 指示内容

環境経営活動計画

年間で全ての項目
が目標達成。

良かった要因を分析し、今後
も継続して取り組みを実施し
ていくこと。

・長年未達であっ
た工業用水使用量
について現実的な
目標に見直し。
・これにより、同
様に長年未達の化
学物質使用量と共
に目標達成。

見直した目標に対する改善取
り組みを計画的に進めるこ
と。

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

２．実施体制

３．環境経営目標

４．環境経営計画

項　　　　　目 見直しの必要性

１．環境経営方針

８．その他（　　　　　　　　　　　　　）

項　　　　　目 確認

○

７．環境コミュニケーションの記録 ○

６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

５．環境経営計画の実施状況と評価 ○

３．環境経営目標 ○

４．環境経営活動計画 ○

１．環境経営方針 ○

２．実施体制 ○

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無
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